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文
・
川
上
ゼ
ミ

川
上
隆
志
ゼ
ミ
（
文
学
部

日
本
語
日
本
文
学
科
日
本
文

学
文
化
専
攻
）
の
雑
誌
『
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
第
４
号
が
刊
行
さ

れ
た
。
今
号
の
テ
ー
マ
は

「
わ
」。
和
、
倭
、
話
、
輪
、

羽
の
五
つ
の
「
わ
」
を
基
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
ゼ
ミ
生

４０
人
の
若
々
し
い
感
性
で
追

求
し
た
。

『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
は
岩
波
書

店
の
元
編
集
者
で
あ
る
川
上

教
授
の
指
導
で
雑
誌
づ
く
り

の
基
本
を
学
び
、
企
画
、
構

成
、
取
材
、
原
稿
書
き
、
撮

影
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ

に
よ
る
紙
面

製
作
、
校
正

ま
で
雑
誌
出

版
の
一
連
の

作

業

を

行

う
。
「
現
代

を
と
ら
え
、

問
題
点
を
提

示
す
る
雑
誌

づ

く

り

の

�
死
命
�
」

（

川

上

教

授
）
を
学
ぶ

こ
と
を
最
大

の
目
的
に
し

て
い
る
。

１
２
０
ペ

ー
ジ
（
グ
ラ

ビ
ア
１６
ペ
ー

ジ
）
の
雑
誌

は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
が

盛
り
だ
く
さ

ん
だ
。

古
代
日
本

の
遺
跡
、
古

墳
を
研
究
す

る
兵
庫
県
立
考
古
学
博
物
館

の
石
野
博
信
館
長
、
「
一
生

噺
家
」
を
自
認
す
る
校
友
の

立
川
談
修
さ
ん
（
平
７
法
）、

フ
リ
ー
の
流
儀
を
語
る
ラ
イ

タ
ー
の
岸
川
真
さ
ん
、
キ
ャ

ン
パ
ス
生
活
を
和
服
で
通
す

泉
心
さ
ん
（
文
１
）
、
方
言

に
つ
い
て
研
究
す
る
国
立
国

語
研
究
所
の
大
西
拓
一
郎
氏

と
本
学
の
永
瀬
治
郎
文
学
部

教
授
、
故
郷
は
日
本
、
母
国

は
韓
国
と
言
う
在
日
韓
国
人

３
世
の
松
本
淑
安
さ
ん
…
。

い
ず
れ
も
丁
寧
な
取
材
で

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

余
す
と
こ
ろ
な
く
引
き
出
さ

れ
て
い
る
。

岸
川
真
さ
ん
を
取
材
し
た

佐
藤
圭
さ
ん
（
２
年
次
）
は

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
初
め
て

の
こ
と
で
緊
張
し
ま
し
た

が
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び

を
知
り
ま
し
た
」
と
語
っ
て

い
る
。

ま
た
、
第
４
号
編
集
長
の

古
野
智
章
さ
ん
（
３
年
次
）

は
「
ほ
ぼ
１
年
間
、
校
了
間

際
は
寝
不
足
に
な
り
な
が
ら

作
業
を
重
ね
、『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』

の
出
来
上
が
り
を
見
た
時
は

感
動
し
ま
し
た
。
段
取
り
や

人
と
の
接
触
の
大
切
さ
な

ど
、
学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
」
と
雑
誌
づ
く

り
で
得
た
発
見
や
財
産
を
語

っ
た
。

『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
第
４
号
希

望
者
は
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１０
号
館
の
川
上
隆
志
研
究
室

へ
。問

い
合
わ
せ
は
、
古
野
編

集
長
ま
で
。l
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㈳
神
奈
川
経
済
同
友
会
が
主
催
す
る
「
第
６
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
表
彰
式
が
１２
月
１６

日
、
横
浜
市
の
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
本
学
か
ら
は
参
加
１８
大
学
中
最
多
の
３８
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
最
優
秀
賞
の
２
チ
ー
ム
、
優
秀
賞
の
７
チ
ー
ム
が
表
彰
を
受
け
た
。
こ
れ
は
企
業
が
提
示
し
た
課
題
に
対

し
、
学
生
た
ち
が
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
生
か
し
て
解
決
の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
産
学

連
携
に
よ
る
人
材
育
成
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
入
賞
チ
ー
ム
と
代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
先
頭
が
代
表
）。

経
営
・
矢
澤
清
明
ゼ
ミ
（
吉

村
保
彦
、
龍
神
史
明
、
小
倉

康
彰
、河
井
紀
宏
∥
３
年
次
）

京
急
百
貨
店
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
デ
パ
地

下
食
品
を
配
達
す
る
「
京
急

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ダ
イ
ニ
ン

グ
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
店

頭
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
、
損
益
分
岐
点
売
上

高
を
算
出
。
実
現
性
、
具
体

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
、

フ
ェ
ル
ミ
推
定
な
ど
の
ゼ
ミ

で
学
ん
だ
経
営
戦
略
論
や
分

析
方
法
を
実
際
に
用
い
、
成

果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

商
・
国
田
清
志
ゼ
ミ
（
有
我

和
記
、
阿
部
智
也
、
小
坂
明

裕
、
杉
本
瑞
貴
、
朴
賛
元
、

都
築
宏
子
∥
３
年
次
）

京
急
ス
ト
ア
の
「
安
全
・

安
心
を

重
視
し
た
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
課

題
に
対
し
、
①
従
業
員
の
意

識
改
革
②
お
客
様
の
意
識
改

革
③
事
業
情
報
の
開
示
―
―

を
軸
と
し
た
、
従
業
員
と
お

客
様
を
結
び
つ
け
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
作
成
を
提
案
。

「
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す

る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
団
結
し
、
そ
れ
が
最
優
秀

賞
と
い
う
形
で
実
り
、
達
成

感
、
充
実
感
を
得
ら
れ
ま
し

た
。

調査・討論・発表する中で、自ら課題を見つ

け、解決する力を身につけることができるゼミ

ナール。先生や学生同士、密接にかかわること

でコミュニケーション能力や、プレゼンテーシ

ョン力も高められる。このページでは、学んだ

成果を学外に発信した活動を紹介する。

経
営
・
馬
塲
杉
夫
ゼ
ミ
（
撰

真
人
、
永
藤
友
香
、
黒
崎
竜

太
郎
、
清
水
沙
耶
花
∥
３
年

次
）シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
横
浜
モ
ア
ー
ズ
」
の
新
し

い
フ
ロ
ア
構
成
案
と
し
て
、

未
婚
率
の
高
い
横
浜
と
い
う

立
地
特
性
を
生
か
し
た
「
婚

活
ビ
ル
」
を
横
浜
岡
田
屋
に

提
案
。
思
う
よ
う
に
提
案
が

ま
と
ま
ら
ず
、
苦
労
し
ま
し

た
が
、
「
恥
じ
な
い
も
の
を

作
ろ
う
」
と
一
致
団
結
し
、

良
い
提
案
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
責
任
感
が
強

ま
り
、
計
画
力
、
忍
耐
力
が

身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
モ
バ
イ
ル
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
と
そ
の
応
用
」
を
研

究
テ
ー
マ
と
す
る
経
営
学
部

・
渥
美
幸
雄
ゼ
ミ
で
は
２
０

０
７
年
度
か
ら
、
公
立
は
こ

だ
て
未
来
大
学
・
高
橋
修
／

新
美
礼
彦
研

究

室

（

以

下
、
未
来
大

学
）
と
携
帯

電
話
の
新
し

い
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

０９
年
度
は
、
新
た
に
函
館

工
業
高
等
専
門
学
校
・
藤
原

孝
洋
研
究
室（
以
下
、函
館
高

専
）
が
加
わ
り
、
渥
美
ゼ
ミ

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
未
来
大

学
と
函
館
高
専
が
、
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
開
発
、
サ
ー
バ
ー
管

理
・
構
築
を
担
当
。
得
意
分

野
を
生
か
し
た
文
理
合
同
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
ユ
ー

ザ
ー
が
満
足

い
く
買
い
物

が
で
き
る
商

品
登
録
機
能

や
サ
ー
チ
機
能
、
地
図
情
報

を
つ
け
た「
リ
コ
メ
モ
」を
開

発
し
、
１２
月
１６
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
合
同
発
表
会
を

開
い
た
（
写
真
）。

渥
美
ゼ
ミ
代
表
の
千
葉
佳

直
さ
ん
（
３
年
次
）
は
、「
女

子
学
生
の
経
験
か
ら
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
協
力

企
業
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
、
完
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実

際
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
『
営
業
』
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
た
。

【
専
大
発
表
者
】
千
葉
佳

直
、
青
木
拓
也
、
今
井
健

太
、
萩
原
亜
衣
、
林
昌
志
、

古
家
那
緒
人
、
安
田
裕
加

（
以
上
、
敬
称
略
）

経
営
学
部
の
石
崎
徹
ゼ
ミ

で
は
「
広
告
戦
略
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
、
広

告
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
市
場
調
査
を
学
ん
で
い

る
。寺

尾
仁
快
さ
ん
、
松
村
祥

佑
さ
ん
、
折
川
祥
子

さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
次
）の
３
人
は
、首

都
圏
の
６
大
学
（
専

修
、
駒
澤
、
上
智
、

成
蹊
、
東
洋
、
早
稲

田
）
で
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
学
ぶ
ゼ
ミ
の

有
志
に
よ
る
「
第
１５

回
大
学
生
意
識
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Ｆ

Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

２
０
０

９

）
」
に
参
加
。
キ
ャ
ン
パ

ス
を
飛
び
出
し
、
学
習
の
成

果
を
発
揮
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
広

告
代
理
店
・
博
報
堂
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
大
学
生
約
１
０
０
０
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
調

査
内
容
の
設
計
、
分
析
、
発

表
な
ど
を
行
う
。
今
回
は『
不

況
』
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

「
百
年
に
一
度
の
大
不
況
と

大
学
生
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
調
査
を
ま
と
め
た
。
１１
月

２７
日
、
東
京
都
の
電
通
銀
座

ビ
ル
で
行
わ
れ
た
記
者
発
表

会
で
８
カ
月
間
に
わ
た
る
調

査
の
成
果
を
報
告
し
た
。

石
崎
ゼ
ミ
は
、
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
今
回
、
副
代
表
を
務
め

た
寺
尾
さ
ん
は
「
ゼ
ミ
活
動

と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
の

で
、
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
知
識
を

実
践
す
る
場
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
て
、
も
っ
と
適
切
な

質
問
の
仕
方
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
間
の
垣
根
を
越
え

た
仲
間
た
ち
と
出
会
い
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
た

こ
と
で
、
人
間
的
に
も
成
長

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
感
想
を
話
す
。

ま
た
、
松
村
さ
ん
は
日
々

の
活
動
や
２
泊
３
日
で
行
わ

れ
た
合
宿
な
ど
を
振
り
返

り
、
「
大
学
生
活
の
中
で
、

こ
こ
ま
で
熱
中
し
た
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
を

通
じ
、
自
分
に
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
積
極
性
が

身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

経
営
・
福
原
康
司
ゼ
ミ
（
西

澤
祥
兵
、
郷
原
莉
佳
、
山
口

将
治
、尾
崎
千
尋
∥
３
年
次
）

バ
ン
テ
ッ
ク
の
課
題
「
異

業
種
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
提
案
は
大
学
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
植
物
工
場

で
の
農
業
生
産
。
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
な
の
でｗ

ｉ
ｎ
-
ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
を
考
案
す
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
の
お

も
し
ろ
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ゼ
ミ
で
培
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
能

力
が
発
揮
で
き
、
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

商
・
神
原
理
ゼ
ミ
（
小
野
卓

哉
、
小
林
美
穂
、藤
村
剛
次
、

上
村
理
絵
∥
４
年
次
）

荒
井
商
事
が
展
開
す
る
業

務
用
ス
ー
パ
ー
を
買
い
物
し

や
す
く
、
楽
し
め
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
改
造
計
画
と
、

卸
売
市
場
の
地
域
密
着
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考

案
。
ゼ
ミ
と
同
様
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
情
報
収
集

を
大
切
に
し
、
消
費
者
目
線

を
心
が
け
ま
し
た
。
議
論
す

る
中
で
、
急
に
新
し
い
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た

こ
と
を
経
験
し
、
意
見
を
交

わ
す
こ
と
、
議
論
す
る
こ
と

の
重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

商
・
石
川
和
男
ゼ
ミ
（
鈴
木

麻
莉
乃
、
田
中
裕
美
、
木
村

杏
奈
、
島
津
将
吾
、
久
保
山

大
志
∥
３
年
次
）

「
市
民
に
開
か
れ
た
卸
売

市
場
の
構
築
」
（
荒
井
商

事
）
と
い
う
課
題
に
対
し
、

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
と
、
料
理

教
室
の
実
施
を
提
案
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
来
場
者
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、「
地

域
交
流
の
場
と
し
て
の
卸
売

市
場
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
よ

る
現
状
把
握
な
ど
、
ゼ
ミ
で

の
学
び
を
活
用
し
、
構
成
の

し
っ
か
り
し
た
提
案
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

商
・
神
原
理
ゼ
ミ
（
安
達
佑

太
郎
、宮
田
鮎
美
、茂
木
さ
お

り
、北
山
と
も
み
∥
４
年
次
）

「
崎
陽
軒
ら
し
い
社
会
貢

献
に
つ
い
て
」
と
い
う
課
題

に
対
し
、�
社
会
貢
献
�
と

い
う
知
ら
れ
に
く
い
活
動
を

外
部
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法

を
考
案
。
ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
を
生
か

し
、
店
舗
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
提
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。
課
題
を
通

じ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
変

さ
、
自
分
の
足
で
調
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

商
・
神
原
理
ゼ
ミ
（
磯
谷
祐

太
郎
、
伊
藤
未
樹
、
滝
口
真

里
∥
４
年
次
）

京
急
自
動
車
学
校
の
入
校

生
獲
得
戦
略
の
提
案
と
い
う

課
題
に
対
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト

の
大
き
い
教
習
料
金
の
引
き

下
げ
で
は
な
く
、
教
習
や
教

習
所
に
新
た
な
価
値
を
付
加

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
３
つ
の

ア
イ
デ
ア
を
提
出
。
チ
ー
ム

で
一
つ
の
課
題
に
取
り
組

み
、
提
案
を
考
え
、
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
と
い
う
経
験
は
、

こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
私

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。

商
・
高
橋
義
仁
ゼ
ミ
（
高
橋

裕

、

三

浦

寛
、
太
田
真

美
、
高
旗
加

奈
子
、
藤
本

寛
樹
∥
３
年

次
）Ｃ

Ｆ
Ｓ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
展
開

す
る
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の

売
り
場
の
充

実
の
た
め
、
６
つ
の
ア
イ
デ

ア
を
考
案
。
特
に
Ｐ
Ｂ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
提
案
は
他
に
は
な

い
斬
新
な
も
の
で
、
良
く
デ

ー
タ
分
析
し
た
上
で
考
察
さ

れ
て
い
る
と
、
高
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
が
社
会
で
通
用
す

る
か
を
測
る
場
と
も
考
え
て

い
ま
し
た
の
で
、
入
賞
と
い

う
結
果
を
残
せ
て
良
か
っ
た

で
す
。

中
学
か
ら
高
校
と
い
う
多

感
な
時
期
、
共
同
通
信
社
記

者
の
父
の
仕
事
の
関
係
で
、

米
国
で
過
ご
し
た
。
「
湾
岸

戦
争
時
、
米
国
を
は
じ
め
各

国
の
友
人
と
徹
底
的
に
議
論

し
た
こ
と
が
、
政
治
を
意
識

し
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
」。

帰
国
後
、

「
日
米
の
若

者
の
意
識
の

違
い
は
『
教

育
』
に
原
因

が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」

と
い
う
思
い

を
抱
き
な
が

ら
専
大
で
は
、
教
職
課
程
と

非
営
利
組
織
の
経
営
な
ど
を

熱
心
に
学
ん
だ
。
卒
業
後
は

テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
会

社
に
勤
務
。
「
思
い
」
を
実

現
す
る
道
を
模
索
し
て
い
た

時
、川
田
龍
平
・
現
参
議
院
議

員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
教

育
」
に
つ
い
て
自
分
と
同
じ

意
見
が
載
っ
て
い
る
の
を
見

つ
け
た
。「
感
激
し
て
思
わ
ず

メ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
」。

以
来
交
流
を

も
つ
よ
う
に

な
り
、
そ
の
縁
で
当
時
衆
議

院
議
員
だ
っ
た
川
田
さ
ん
の

母
、
悦
子
さ
ん
の
秘
書
に
。

無
所
属
議
員
の
秘
書
の
経
験

か
ら
「
１
／
４
８
０
と
い
う

小
さ
な
力
で
も
情
熱
を
も
っ

て
取
り
組
め
ば
、
か
た
ち
に

な
る
」
こ
と
を
体
験
し
た
。

議
員
秘
書
と
し
て
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
、
帰
国
後
に

住
ん
だ
浦
安
市
を
住
み
よ
い

街
に
し
た
い
と
０７
年
４
月
、

市
議
選
（
定
数
２１
）
に
立
候

補
。
３７
人
が
立
候
補
す
る
激

戦
の
中
９
位
で
当
選
し
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

現
在
力
を
注
い
で
い
る
の

は
、
「
持
続
可
能
な
行
政
運

営
」
と
「
教
育
改
革
」
だ
。

「
浦
安
は
、
他
の
都
市
に
比

べ
て
３０
代
が
多
く
若
い
街
で

す
が
、
高
齢
化
に
よ
る
税
収

不
足
と
い
う
問
題
が
い
つ
か

は
や
っ
て
き
ま
す
。
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
今

か
ら
対
策
を
立
て
、
将
来
の

安
心
を
提
供
し
た
い
。
先
を

見
据
え
た
『
浦
安
発
の
改

革
』
が
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
と
触
れ
合
う
こ
と
が
市
の

課
題
を
見
つ
け
る
参
考
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。「
会
社
員

時
代
の
仕
事
は
、
お
客
様
の

声
を
企
業
の
課
題
解
決
に
役

立
て
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
行
政
に
は『
経
営
』感

覚
が
求
め
ら
れ
、
学
部
の
学

び
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」。

「
好
奇
心
」
と
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
」
を
も
っ
て
走
り

続
け
る
中
で
選
択
し
て
き
た

こ
と
が
、
今
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
「
動
か
な
け
れ
ば
何

も
変
わ
ら
な
い
。
混
迷
す
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
明
る
い

夢
を
描
こ
う
」
と
次
世
代
に

呼
び
掛
け
る
。

途
上
国
で
国
際
協
力
を
―

―
。高
校
時
代
か
ら
の
夢
は
、

ア
フ
リ
カ
中
部
の
高
原
の

国
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
結
実
し

た
。
０８
年
か
ら
今
年
１
月
ま

で
２
年
間
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
同
国
に
赴
任
。

か
っ
と
う

「
葛
藤
の
連
続
で
し
た
」
と

振
り
返
る
。

英
語
に
加

え
公
用
語
の

ア
ム
ハ
ラ
語

を
学
び
、
勇

躍
壮
途
に
つ

い
た
の
は
、

首
都
ア
ジ
ス

ア
ベ
バ
か
ら

南
へ
２
８
０

㌔
の
ア
ワ
サ
。
仕
事
は
職
業

訓
練
短
期
大
学
で
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
操
作
指
導
だ
。

と
こ
ろ
が
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

す
る
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

環
境
は
劣
悪
。
生
徒
た
ち
に

根
気
よ
く
教
え
て
も
、
な
か

な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
。
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の

は
、
指
導
で
は
な
く
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
操
作
を
滞
り
な
く

行
う
た
め
の
環
境
改
善
。

し
か
し
、
始
業
や
約
束
の

時
間
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と

な
ど
、
日
本
で
の
常
識
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
も
「
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で

す
」
。
理
解
し
て
ほ
し
い
こ

と
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

や
り
た
い
こ
と
が
進
ま
な

い
。
「
情
熱
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
ま
し
た
」。

８０
以
上
の
民
族
が
あ
り
、

固
有
の
文
字
を
持
ち
、
ア
フ

リ
カ
諸
国
の
中
で
は
珍
し
く

欧
州
の
国
に
支
配
さ
れ
な
か

っ
た
国
。
そ
ん
な
歴
史
を
も

つ
せ
い
か
、
人
々
は
誇
り
高

く
、
優
し
い
。

「
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
『
一

人
で
食
事
を
す
る
人
は
、
一

人
で
死
ぬ
』
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
顔
を
合
わ

す
た
び
に
親
し
く
あ
い
さ
つ

を
か
わ
し
、
食
事
は
い
つ
も

皆
一
緒
。
人
間
は
一
人
で
は

生
き
ら
れ
な
い
。
手
を
携
え

よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
」

そ
の
国
に
は
そ
の
国
の

�
生
き
方
�
が
あ
る
。
「
文

化
、
伝
統
を
理
解
し
て
、
援

助
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
し
ま
し
た
」。

専
大
時
代
は
経
済
学
部
国

際
経
済
学
科
で
狐
崎
知
己
教

授
の
ゼ
ミ
に
入
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
途
上
国
の
経
済
発
展
な
ど

を
研
究
し
た
。
タ
イ
、
メ
キ

シ
コ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
…
…
。

長
期
休
暇
に
な
る
と
海
外
に

飛
び
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な

ど
で
現
地
視
察
に
励
ん
だ
こ

と
が
、
礎
に
な
っ
た
。

「
今
後
も
開
発
援
助
の
道

を
歩
み
た
い
」
と
、
エ
チ
オ

ピ
ア
の
次
の
道
を
模
索
中
。

悩
む
前
に
ま
ず
行
動
。
そ
ん

な
姿
勢
が
似
合
う
。

「
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献

で
き
た
と
き
が
一
番
う
れ
し

い
」
。
入
社
３
年
目
で
現
在

は
強
化
部
に
所
属
。
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト
に
携
わ
る
。
０９
年
の
シ

ー
ズ
ン
は
１６
位
に
終
わ
り
、

今
季
は
Ｊ
２

が
舞
台
。

「
監
督
と

選
手
を
『
情

報
』
で
つ
な

ぐ

の

が

仕

事
。
１
年
で

Ｊ
１
に
戻
る

た
め
、
全
力

で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
」。

「
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
」
と
い
う
仕
事
と
の
出
合

い
は
偶
然
。
本
学
サ
ッ
カ
ー

部
コ
ー
チ
で
も
あ
る
飯
田
義

明
経
済
学
部
教
授
の
教
養
演

習
「
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
に
出
よ
う
！
」
を
受
講
し

て
い
た
と
き
、「
日
本
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
学
会
で
研
究
発
表
を

す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
の

で
す
」
。
発
表
に
向
け
、
当

時
専
門
職
化
し
つ
つ
あ
っ
た

テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
、

経
営
戦
略
・
チ
ー
ム
強
化
へ

の
映
像
利
用
の
可
能
性
を
調

査
。そ
の
一
環
と
し
て
、柏
レ

イ
ソ
ル
強
化
部
ス
タ
ッ
フ
の

下
平
隆
宏
さ
ん
（
現
Ｕ
―
１８

監
督
）
の
仕
事
を
手
伝
う
よ

う
に
な
り
、
チ
ー
ム
強
化
に

力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
勧
め

ら
れ
た
。

１
年
目
は
ス
カ
ウ
ト
資
料

作
成
の
た
め
、
大
学
チ
ー
ム

の
練
習
や
試
合
に
足
を
運

び
、
プ
レ
ー
デ
ー
タ
の
数
値

化
や
、
撮
影
デ
ー
タ
の
映
像

編
集
を
担
当
し
た
。
サ
ッ
カ

ー
の
プ
レ
ー
経
験
は
小
学
生

の
時
の
み
。
初
め
は
試
合
の

流
れ
を
追
う
こ
と
が
で
き
ず

「
必
要
な
情
報
が
な
い
。『
サ

ッ
カ
ー
脳
に
な
れ
』
と
怒
ら

れ
ま
し
た
」。足
り
な
い
部
分

は
学
部
で
身
に
つ
け
た
パ
ソ

コ
ン
ス
キ
ル
で
カ
バ
ー
し
た
。

「
見
る
相
手
に
よ
っ
て
必

要
な
情
報
を
選
別
し
、
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。
学
会
発

表

の

と

き

に
、
上
平
崇
仁
准
教
授
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

点
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」。

「
情
報
、
人
脈
を
学
外
に

求
め
て
精
力
的
に
活
動
し
た

４
年
間
だ
っ
た
」
と
語
り
、

「
知
り
た
い
こ
と
、
や
り
た

い
こ
と
を
追
い
求
め
た
結

果
、
今
に
つ
な
が
る
恩
師
と

出
会
い
、
『
燃
焼
し
つ
く
し

た
』
と
言
え
る
も
の
を
残
せ

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

今
季
か
ら
は
本
学
サ
ッ
カ

ー
部
の
渡
部
博
文
選
手
（
経

済
４
）
が
同
じ
チ
ー
ム
に
本

格
的
に
加
入
す
る
。
「
専
大

卒
業
生
の
タ
ッ
グ
を
期
待
し

て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
も

し
く
語
っ
た
。
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『ＳＨＯＷ』第４号完成

専
大
―
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
／
函
館
高
専

現代をとらえる
多彩なインタビュー記事

ゼ
ミ
や
課
外
活
動
な
ど
本
学
で
の
学
び
や
交
流
が
、
今
の
仕
事
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
か
。

今
後
の
抱
負
は
ー
ー
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
若
き
卒
業
生
３
人
に
聞
い
た
。

携
帯
電
話
の
新
ア
プ
リ
を
共
同
開
発

『
浦
安
発
の
改
革
』を

全
国
へ
発
信
し
た
い

趣旨を説明する

渥美教授

▲ 『ＳＨＯＷ』第４号

千
葉
県
浦
安
市
議
会
議
員

さい かわ よし ずみ

西川 嘉純さん
（平１１経営）

「
大
学
生
と
大
不
況
」

▲ 完成した『ＳＨＯＷ』第４号を手に川上ゼミ生

８
カ
月
間
の
調
査
結
果
を
発
表

ゼゼミミナナーールル

▲ 記者発表後に石崎教授（左端）

と右から折川さん、寺尾さ

ん、松村さん

異
文
化
と
の
葛
藤
の
連
続

相
互
理
解
の
大
切
さ
学
ぶ

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
帰
国

農
業
生
産
で
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

本
学
か
ら
最
多
の
３８
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

はま な か え こ

濱名加枝子さん

エチオピアでムルシ族
の男性と

（平１５経済）

足
で
調
べ
る
大
切
さ
を
実
感

最

優

秀

賞

議
論
を
交
わ
す
重
要
さ
痛
感

学
ん
だ
経
営
戦
略
を
実
地
に

チ
ー
ム
一
丸
は
貴
重
な
体
験

優

秀

賞

特
性
生
か
す
「
婚
活
ビ
ル
」提
案

監
督
と
選
手
を
情
報
で
つ
な
ぐ

Ｊ
１
復
帰
へ
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

卸
売
市
場
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
」を
実
現

大
学
の
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福原康司ゼミ（西澤チーム）

馬塲杉夫ゼミ（撰チーム）

神原理ゼミ（小野チーム）

矢澤清明ゼミ（吉村チーム）
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まる い たけし

丸井 剛さん
（平２０ネット情報）
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最 優 秀 賞

高橋義仁ゼミ（高橋チーム）

石川和男ゼミ（鈴木チーム）

神原理ゼミ（安達チーム）

神原理ゼミ（磯谷チーム）

国田清志ゼミ（有我チーム）

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞
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